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ては懸念の声も強い。このまま更に原油安を促さなく

ても、現行価格であれば高コスト原油の生産調整が進

むとの期待感もあり、安値警戒感が広がり始めている

ことは間違いない。しかし、価格が上昇すれば生産調

整の動きに先送り圧力が強まるのは必至であり、少な

くとも目先の大きな上昇余地を想定することは難しい。

寧ろ、価格低下を進めることで、生産調整の動きを確

実なものに発展させる必要性が高いと考えている。 

 

米ベーカー・ヒューズ社によると、2月26日時点の米

石油リグ稼働数は前週比13基減の400基となった。急

激な減少傾向が続いているが、現時点では産油量デー

タへの影響までは確認できず、こうした統計をポジ

ティブ材料と評価するのは難しい。 

 

このまま産油国が生産調整で協調できないのであれば、

原油相場の下振れリスクは残る。なお過剰供給解消に

多くの時間が要求される中、「政策」か「価格」で生

産調整の動きを促す以外の選択肢はない。このまま

「政策」で需給リバランスを加速させるのが困難であ

れば、改めて「価格」で強制的に生産調整を促すこと

になろう。原油需給均衡化のためには、20ドル割れ定

着から瞬間的にであれば、10ドル台に突入するリスク

も想定しておく必要がある。 

新規手掛かり難から週末を控えてポジション調整中心

の展開になる中、短期筋の手仕舞い売り主導で小反落

した。 

 

20カ国・地域（G20）財務相・中央銀行総裁会議のイ

ベントリスク警戒から、アジア・欧州タイムはショー

トカバー（買い戻し）主導で地合を引き締める展開に

なった。33ドル台での値固めを経た後、一時は34.69

ドル（前日比1.62ドル）まで値位置を切り上げている。

ただ、その後は週末を前に買い玉整理の動きが強まり、

小幅ながらマイナスサイドに沈んでいる。ドル高・株

安などの影響も指摘されているが、1月28日以来の高

値を更新したことで、単純に週末を前に買い玉整理の

動きが広がった模様だ。 

 

前日はベネズエラ、サウジアラビア、ロシア、カター

ルの4カ国が3月中旬に会合を行うと発表し、マーケッ

トでは産油国の国際協調が更に進むリスクが警戒され

ていた。しかし、その後は特に目立った進展などは報

告されておらず、政策調整の可能性を更に織り込むよ

うな動きは見送られている。引き続き産油国が活発な

動きを見せていることには注意が必要だが、イランと

イラクが産油量凍結を拒否し、サウジアラビアが減産

の可能性を明確に否定する中、政策調整を進める余地

は多くない。徐々に原油相場に対する影響も後退する

方向でみている。 

 

石油会社の経営環境悪化、それに伴う金融機関の債務

健全性が疑問視されるなど、行き過ぎた原油安に対し 

【ＮＹ原油概況と分析】 小反発、週末を前に買い玉整理の動き 

【NY 2016/02/26（金）】 NYMEX 原油先物価格（ドル/バレル） 

限月 始値 高値 安値 終値 帳入値 前日比 出来高 取組高

2016/04 33.04 34.69 32.64 32.84 32.78 -0.29 621,644 504,402

2016/05 34.64 36.43 34.45 34.65 34.58 -0.25 147,148 260,453

2016/06 36.00 37.65 35.68 35.88 35.83 -0.29 107,203 202,341

2016/07 36.75 38.48 36.57 36.59 36.72 -0.33 34,945 83,096

2016/08 37.55 39.18 37.25 37.46 37.43 -0.37 28,344 57,581

全体 1,099,755 1,777,817Last Updated: Friday, 26 Feb 2016 06:00 PM
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